世界同時不況の影響は中々収まらず好転する様子は中々見えない。しかし、現実は実体以上に膨らんだバブルがはじけたのだから、実体に近い状況になったのであり、好転するにしても気付かない位ゆっくりなのかもしれない。しかし、市井をあまりご存知ない首相が、「日本の影響は比較的小さい」などと言ったが、業種によっては存続できるかどうかの痛手を蒙ったものもある様に感じる。特に、物造りに関連する業種である。1980年代世界を制圧した過去の栄光にとらわれ、「日本の技術が世界一」の思い込みで、ただ単純な「技術優先」で製品開発を進めて来てしまった様に思う。しかも、未だに「世界一」だとか「世界初」ばかりを目指し「事業」とは何ぞや？と言う原点を見失っている「一流企業」が多い様に思う。「イノベーション」なる言葉も、最近おおはやりであり、この言葉は日本の場合には、技術で最先端を目指すとか、世界初だとかを意味する。しかし、「イノベーション」とは、既存の記述の組合せの中で新たな物、市場を作り出すのが本来の意味である。ハーバードビジネススクールのクレイトン・クリステンセン教授は、あえて本来の「イノベーション」を「破壊的イノベーション」と称している。過去の事例でみると、ユーザーが使いこなせない高度な技術、或いは必要とする以上の高性能、これらに到達しても気付かず「イノベーション」を続けた会社は、新たな商品企画観点から、能力は低いが非常に廉価だったり小型だったりする「破壊的イノベーション」製品に淘汰されて来た歴史がある。価格低減が苦しいので、「性能をアップして差別化を図る」事も一策ではあるが、それは未来永劫続かないのは、何れ「過剰性能」を迎えてしまう事からも明白である。「事業」とは本来、未来永劫継続できないにしても、最大限させる努力をする事が本筋であり、「目先だけ良ければ良い」と言う様な場当たり的な物ではないはずである。後輩の将来に、そして子孫の代に、
会社を健全に残す戦略が本来起業の最大の社会貢献ではないかと思う。その為には、日本メーカーの多くが今まで逃げて来た「コスト低減」を真剣に進める事が非常に重要である。コスト低減をする為には、ただ製品のコストを下げる活動をするのではなく、仕様・目標性能を一つ一つ吟味し、顧客に恩恵を与えない無駄をそぎ落とす検討も必要となる。それを、「性能だけ重視」と言った「イノベーション」では、この技能は疎かにされ、商品のあるべき姿まで見失うことになる。更に、技術の進歩が永遠に続けられるはずも無く、また仮に永遠に続けられると仮定できた所で、「製造物」とは必ずユーザーがいるのであるから、何れユーザーが使いこなせない「技術の化け物」になるだけである。即ち、技術の限界に突き当たる度に、新たな製品を生み出す工夫を繰り返さない限り永続性はない。さらに、この方法が現実成立したとしても、あまりに高度になた技術の開発に参加できる技術者は、どんどんふるいに掛けられ比率は下がるばかりとなり、「職場の規模」は小さくなっていく。いわんや、そんな高度な物を技術的にキチンと説明し、「適正な利益を得て」販売できる様な営業は更に低率になるだろう。
　今、この不況の際にこそ、日本の製造業が今後も生き残る為の方策を真剣に考えねばならない時ではないだろうか？「破壊的イノベーション」で技術レベルが高くなくても、競合が量産できなければ大きな差別化となる。成型品、プレス品、それを作る金型技術は、「株主が喜ぶ様な事業でなく、更に一人前になるには時間がかかり、その上細やかなセンス
が無ければ一流になれない」正に日本人に向いた差別化技術である。これらの技術と上手くコラボレーションした製品とは何なのか、真剣に考えれば日本の製造業にも生き残る術はあると思う。こう言った、期間的技術や、物造りの技術の理解度が低い上、度胸も無い日本のExcutiveの多くは当然の様に、個人の「リスクマネージメント」に長けるため、本来最も重要な「判断力」「決断力」「行動力」に掛け、グローバル競争に勝てなくなっているのである。「グローバル競争を制する」のは、英語力ではなく、これら知識、度量、常識、良識、の蓄積による、「即断実行力」なのであると思う。
